
 

基本目標 重点目標 施策の方向

Ⅰ 配偶者からの

暴力を許さない

社会づくり

Ⅱ 相談・保護

体制の充実

Ⅲ 自立支援の

充実

Ⅳ 職務関係者

による適切な

配慮

Ⅴ 施策推進の

ための連携体制

の強化

１ 暴力を許さない社会の実現に

向けた普及啓発の実施

２ 配偶者からの暴力被害発見

への取組の充実

３ 未然防止対策としての若年層

への教育・啓発の充実

①配偶者からの暴力防止に向けた啓発・広報の推

進

①早期発見に向けた体制づくり

②通報への適切な対応

①暴力の未然防止に向けた理解の促進

②学校における教育等の実施

４ 安心して相談できる環境の整

備

５ 外国人・障害者・高齢者への

配慮

６ 緊急時の安全確保及び一時

保護の充実

７ 保護命令に対する適切な支

援と対応

①相談につなげる体制整備

②配偶者暴力相談支援センターの機能強化

③婦人相談員等※による適切な支援

④警察における支援

⑤地域における相談体制の充実

①外国人・障害者・高齢者への対応の充実

①緊急時における安全の確保

②一時保護体制の充実

①保護命令制度への対応

８ 被害者への総合的な支援

９ 就業支援の実施

10 住宅確保に係る支援の充実

11 子どもに対する支援の実施

①福祉制度を活用した支援の実施

②その他被害者への適切な情報提供・支援

①就業に向けた情報提供・助言

②就業支援機関の活用

①住宅への入居支援

①子どもへの支援の実施

②子どもが安心して生活できる環境整備

12 被害者への配慮

13 職務関係者の資質向上のた

めの取組の実施

①被害者の立場に立った対応・情報保護の徹底

①職務関係者の資質向上

14 関係機関との連携強化
①関係機関連絡協議会等の開催

②被害者支援のためのネットワークの強化

15 市町村における支援体制の

強化

16 民間団体等との連携と協働

17 苦情の適切かつ迅速な処理

体制の整備

18 調査研究の推進

①市町村への支援の推進

①民間団体等との連携の促進

②民間団体等と連携した人材の育成

①苦情の適切かつ迅速な処理

①被害者保護に関する調査

②加害者更正に向けた調査研究
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今後の施策について （強化項目・数値目標の進捗状況を踏まえて） 

○ＤＶに対する正しい理解の促進と知識の普及啓発 

 H28 年度は、初めて高校生（定時制）対象の「デートＤＶ防止啓

発研修会」を実施予定。その実施状況及びアンケート結果等を参

考に、実施内容を工夫しながら、継続して行うことで、より若年層へ

の理解促進を強化していく。 

 

○被害者に対する支援体制の充実 

 H28 年度から、女性相談所において、自立生活を始めた来所相

談者を対象に、自分自身の回復と癒やしにつながることを目的とし

て、少人数グループでの「女性のためのエンパワーメントワークショ

ップ」を開催。参加者からは好評を得ており、今後も、自立生活を

継続するための支援を充実させていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市町村への支援推進 

従来は、教職員のみを対象としていた「デートＤＶ防止啓発研修

会」への参加を、H28 年度から、市町村相談窓口担当者・人権擁

護委員・民生児童委員等にも呼びかけ、市町村等の実務担当者

の資質向上を図っている。 

  


